














































The Paris Basis expresses that Christ is the centre of the Movement, which is 
conceived as a world-wide fellowship uniting Christians of all confessions. It is 
consistent with an open membership policy, involving people irrespective of faith as 
well as age, sex, race and social condition. The Basis is not designed to serve as a 
condition of individual YMCA membership, which is deliberately left to the discretion 
of constituent movements of the World Alliance. The Basis makes clear that the 
constituent movements of the Alliance have full freedom to express their purpose 
in other terms designed to correspond more directly to the needs and aspirations of 
those whom they are seeking to serve, provided these are regarded by the World 
Alliance as being consistent with the Paris Basis. Recognising the character of the 
YMCAs in the world today, this act of acknowledging the Paris Basis places upon the 

























1. To work for equal opportunity and justice for all.
2. To work for and maintain an environment in which relationships among people are 
characterised by love and understanding.
3. To work for and maintain conditions, within the YMCA and in society, its 
organisations and institutions, which allow for honesty, depth and creativity.
4. To develop and maintain leadership and programme patterns which exemplify the 
varieties and depth of Christian experience.


























 6 John R. Mott, The evangelization of the world in this generation, Student Young 


























































もWCCは、「国際宣教協議会」（International Missionary Council : IMC）、「生










ルで開催されたWCCの世界協議会「正義・平和・被造物の保全 (Justice, Peace 










































12 ホ ームペ ージ Billy Graham Center Archives “Records 12 of World Congress on 




























































































































































































25 Ed. by Norman Goodall, The Uppsala Report 1968, World Council of Churches, 
1968, p. 32.
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　ここで謳われている“equal opportunity and justice for all”は、オバマ大統
領が大統領選に出馬を表明した際に、バイデン上院議員を副大統領候補に指名
し、政権公約として発表した“The Obama-Biden Plan”のタイトルが“Creating 




したものである。有名なキング牧師の“I have a dream”の一節でも“ But we 
refuse to believe that the bank of justice is bankrupt. We refuse to believe that 
there are insufficient funds in the great vaults of opportunity of this nation.”と
述べられており、“justice”（正義）と“opportunity”（機会）とが対になって使
われており、公民権運動の成果として制定された公民権法の中で保障されるの
が「公教育と雇用の機会均等（equal opportunity）」である。
　1973年に採択されたカンパラ宣言は、むしろこの様な世界的な人権意識と社
会変革を受けて、この「平等な機会と正義」という言葉を第1テーマとして採択
したものと思われる。
　この言葉は小さなものであるが、宣教史においては一つの大きな変化を表す
ものである。
　宣教と正義は、ボッシュが指摘するように、アモスやエレミヤなどの預言者
の言葉に象徴されるように旧約聖書において密接に関係するものであった26。し
かしながら、啓蒙主義以降、政治や社会制度などの公共的社会と宗教と道徳な
どの私的世界が分離されることによって、教会は不正義的な社会構造に干渉す
ることのない立場に追いやられることとなった。
　そのことによって、宣教は人々をこの世の現実から視線をそらせ、隣人と関
わることよりも神との交わりを求めるように促し、この世界ではなく天にある
幸福を求める傾向を持つようになる。しかし、一見社会主義から目をそらした
26 ボッシュ、前掲書、401頁を参照。
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ような宣教理解は同時に千年王国的希望を宣べつたえることによって、旧約聖
書以来キリスト教の中に内包している預言者的要素を目覚めさせる結果を生み
出すものであった。
　そのように、1つの宣教が2つの命令へと分化していく中で、YMCAはカンパ
ラ宣言において「平等な機会と正義」を第1テーマにかかげたことは、社会的責
任を最も重要な使命として認識したことを表している。
おわりに
　ドイツにおいて社会福祉事業を展開した敬虔主義、またイギリスの貧困問題
に関わったウェスレーによるメソヂスト派などに見られるように、世界宣教の
発端となる信仰覚醒運動においては魂の救済と社会変革とはもともと1つのもの
であった27が、それがウプサラ大会以降顕著な形で分裂していくことになる。
　もともと敬虔主義から生まれ出たYMCAもこの信仰に関わる二つの面が大き
く分離することなく保たれていたのであるが、キリスト教宣教がそのアイデンティ
ティーを失っていったとき、YMCA活動の特質からWCCのリベラルな傾向で
あるmissio deiを基本とする正義としての宣教へと移行していったことが、カン
パラ原則で明確な形で表れていることを確認した。
　まさに、カンパラ原則は、キリスト教宣教が２つに分かれていく中で分水嶺
のような役割を担うものであり、21世紀に向かうYMCAの方向性を明確に導く
ものであった。
　しかし、カンパラ原則において問われた問題「YMCAの会員問題、キリスト
教性、社会的使命」はこれで解決されたわけではなく、むしろ現代においても
問われ続けられている。
　また、WCCやYMCAのような神学的傾向は、この時代の文化的・思想的傾
向への迎合であるという批判がある。マクグラスも1960年代の現代の文化に適
27 ボッシュ、前掲書、256頁
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応し、変革しようとしたリベラルなキリスト教の傾向に対して「キリスト教が
文化によって変えられ、この世の文化的傾向の弱々しい漠然とした宗教的反映
に過ぎないものになってしまった」28と批判している。
　新しい宣教理解、使命理解はキリスト教宣教の危機の中から生まれてきたも
のであるが、その危機はすでに回避されたわけではない。現代も世俗化が進み、
社会が劇的に変革していく中で、キリスト教宣教としてのYMCAがその独自性
を失ってしまわないためにも、YMCAという宣教の現場で神の同労者であると
いう自覚を持ち続けることのよって、YMCAのミッションは現代に生き続ける
ものである。
28 マクグラス、前掲書、128頁。
